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Be a gift to the world 

                   世界へのプレゼントになろう 

2015～2016年度 ＲＩ会長 K.R.ラビンドラン 
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第２１２８回 例 会 平成 28年 2月 2日 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

点     鐘 … 藤﨑 一成 会長 

国      歌 … 君 が 代 

ロータリーソング … 奉 仕 の 理 想 

来訪ロータリアン紹介 

… 親睦活動･家族委員会 

会 長 挨 拶 … 藤﨑 一成 会長 

御 祝 披 露 … 藤﨑 一成 会長 

誕 生 祝 … 泉川 徳士 会員(1月 22日) 

       石毛 園子 会員(1月 27日) 

       堀   猛 会員(1月 28日) 

       網中 吉郎 会員(1月 29日) 

       狩野  勉 会員(2月 1 日) 

結婚記念日 … 木村 貞夫 会員(1月 21日) 

       杉浦  武 会員(1月 24日) 

入会記念日 … なし 

幹 事 報 告 … 星野  隆 幹事 

 

 

 

ニコニコＢＯＸ … 親睦活動･家族委員会 

 

卓 話 

「銚子の底力（産業）」 釜谷 藤男 会員 

 

出 席 報 告 … 出席･プログラム委員会 

 

来週のプログラム（平成 28年 2月 9日） 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

卓  話 

  「未定」  

元米山奨学生（モンゴル） 

シルネン・ブヤンジャルガル 氏 

 

お食事「あづま寿司」 

ＳＬ Ｄ５１ 試運転 
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第 2127回例会(平成 28年 1月 27日) 

会長挨拶       銚子ＲＣ 宮内 龍雄 会長 

皆さん、こんばんわ。本

日は年に一度の銚子東ＲＣ

と銚子ＲＣの合同例会であ

ります。東クラブの皆様に

は日頃より、公私ともに大

変お世話になり、この場を

お借りしまして、厚く御礼を申しあげます。特に東ＲＣ

の藤﨑会長は、年齢は私の娘婿と同年代にもかかわらず、

頭脳明晰、冷静沈着であります。あと 5か月足らずの任

期では物足らないような気がいたします。藤﨑会長のこ

れからの長いロータリーの中で、あと三回位は会長職が

出来るのではないかと羨ましい思いが致します。                                

さて皆様、今日は我が佐藤直子幹事のお骨折りにより

素晴らしい卓話者にお越しいただいて居ります。何と、

あの薪を背に本を読んでいる銅像で有名な、日本の倫理、

道徳界のスーパースターの（お札にもなっています！）

二宮尊徳先生の七代目のご子孫で在らせます。京都大学

博士 中桐万里子様に遠路、京都より遥々ご来場いただい

ています。中桐様、本日は宜しくお願い申し上げます。 

最後になりますが、ロータリアンは「寛容と親睦と友

情に満ち溢れた人でなくてはならない」と言ったロータ

リー創始者のポール・ハリスが 1947 年 1月 27 日に 79

歳で亡くなられた日であります。今宵両クラブの親睦と

友情がさらに深まることをご祈念して、会長挨拶を終わ

ります。 

幹事報告 

１・ガバナー事務所より 

・2月 ロータリーレートのお知らせ １＄＝120円 

・ソウルでの「第 17回ロータリー国際囲碁大会」のご

案内                   受領 

２・ロータリー米山記念奨学会より 

・インターネットバンキングを利用した寄付について

のアンケート 

・特別寄付金明細書郵送廃止のお知らせ    受領 

３・新千葉ＲＣより 

創立 50周年記念例会並びに祝賀会開催のご案内 受領 

４・例会変更のお知らせ 

 八日市場ＲＣより 

  2／9(火)→2／7(日) 地区大会の振替 

  2／16(火)「浜っ子」夜間例会（観梅会） 

 2／23(火)→2／21(日) ＩＭ振替       受領 

卓 話 

「七代目が語る二宮金次郎 

～激動の時代を生き抜く秘訣～」 

    リレイト代表 京都大学博士（教育学） 

            中桐 万里子 氏 

■一歩前の足へ 

昔、小学校にあった

皆さんよくご存知の二

宮金次郎の像。薪を背

負いながら本を読んで

いる姿から勤勉のイメ

ージが強いかもしれま

せん。しかし、わたし

たち家族が、この像において何より重視してきたのは、

金次郎像の「足」でした。つまり、その足が「一歩前へ」

と踏み出されている点に注目をしてきたのです。そして、

どんなときも、くじけずあきらめず、目の前の小さな一

歩を前に踏み出してゆくことこそ、尊くかけがえのない

ことだというメッセージを受け取ってきました。 

■実践のスタイル 

しかし、それにしても実践は大変です。「どんなときも

一歩前」とは、難しいことでもあります。それを可能に

するための秘訣が、あの像の姿にあると捉えることがで

きます。つまり、一歩の前にこそ必要なのが「本」に象

徴される「知ること」だというわけです。 

まずは「本：知ること」、そして「足：実践すること」と

いうやり方が、金次郎が生涯を通じて貫いた実践スタイ

ルでした。 

■実践の事例 

そんなスタイルを実感できるような事例も、たくさん

残されています。たとえば、ある年、農家にとって一年

で一番大変な田植えを終えた頃、金次郎は茄子の漬物を

食べて、「秋茄子の味がする」と感じます。さらに、「そ

ういえば最近、秋に咲く野菊が咲いていたな」、「これか

ら盛夏を迎え青々と茂るはずの植物の葉先が枯れている

な」などと、他にも思いあたる変化を思い出します。こ

のことから彼は、この夏が冷夏になることを予想し、村

中をかけ回って村民を説得し、寒さに弱い稲苗を抜き、

寒さに強い雑穀などへと植え替えをさせました。 

この夏、金次郎の予想通り冷夏がやってきました。そ

の年からはじまったのが、天保の大飢饉です。各地で恐

ろしいほどの餓死者が出るなか、金次郎の村では、植え

替えと言う対策のおかげで一人の死者も出ませんでした。

彼は日頃の自然の観察から得た気づきと、実践力で村民

を飢饉から救ったのです。 

■敵を味方に 

このエピソードは、金次郎の実践スタイルをたしかに

知るものでもあります。まずは「知る・よくみる」こと。

彼は自然環境を日頃からよくみて、観察することで、茄

子の味や植物の変化に気づきました。だからこそ次に「実

践する（つまり、対策・工夫をする）」こと。冷夏を予想

したからこそ、寒さに強い苗に植え替えるという工夫を

し、冷夏への備えをしたわけです。 

現実に起きるさまざまなできごと（たとえば冷夏）を

「困難」と捉え、「不幸の原因」としてしまうと、行動は
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生まれなくなります。どうしていいか、分からなくなり、

立ち止まってしまうのです。けれど、それでは何も始ま

らない。どんなできごとにも、まずは目をつぶらずに向

き合ってゆくこと。肚を決め、カクゴをして、その現実

をよくみて、知ってゆく。そうすれば、かならず知恵や

対策が生まれ、道がみえるはずだと考えたのが金次郎で

した。 

夏の寒さは、敵ではありません。工夫次第で、その寒

さを利用して作物を育てることができるのです。寒さに

は寒さにふさわしい実りが、暑さには暑さにふさわしい

実りがあります。金次郎は、大事なのはどんなときも目

の前の現実と向き合い、その現実を「活かす」方法をひ

ねり出すことだと考えていました。冷夏という、一見す

ると敵になってしまうものも味方として活かすために工

夫をする。ピンチをチャンスに。金次郎の実践はそのよ

うな方向を一貫してもっていました。 

■知るための秘訣 

このように、金次郎にとって、実践のために何より必

要不可欠なのが「知る」ことだったのですが、ここには

二つの秘訣がありました。 

一つ目の秘訣について、金次郎は「積小為大」という

造語で示します。大きな成功や実りへのヒントはかなら

ず小さな場所にねむっている。たからの種は小さな場所

にある。という意味です。これは、あの秋ナスの体験か

らも生まれた言葉でした。金次郎が植え替えという大き

な決断をくだし、餓死者ゼロという奇跡を生み出したの

は、決して才能や能力によるものではありませんでした。

ナスの味や季節外れの花や植物の状態への気づき。それ

は農業人にとって、現場にあった小さな変化への目によ

ってとらえられたものでした。一見、田植えなどの重要

な仕事とは無関係の、どうでもいい、他愛ない、ちっぽ

けなことのようでもある、それら小さな異変こそが、対

策の大事なヒントをくれました。金次郎は、「小さなこと

へのアンテナ」が知る作業における重要なカギになると

主張するのです。 

また二つ目の秘訣は、大人になった金次郎像にありま

す。実は、成人像では手に持つものが「本」から「筆と

帳面」へと変化します。それは彼が、単なる知識以上に、

現実・現場を自らの眼と感覚と経験によってよく観察す

ることが重要だと考えるようになった証です。カレンダ

ーという情報や、初夏の次は夏が来るという固定観念や、

常識やマニュアル・・。それらは時にひとが現場に直接

出会うことを妨げ、判断を狂わせることがあります。む

しろ現場に存在している野菜の味、咲いている花、感じ

る風、聞こえる鳥の声などから現実を知り、ふさわしい

対策を考案する。彼は、それこそが、実際的な幸福を生

む道をみつけるために必要な「知り方」であり、効果的

な方法だと考えたのです。 

■「報徳」という合言葉 

知ることを象徴する「本」から、次に行動を象徴する

「一歩」へ。そのように前に進む方法を、金次郎は「報

徳」と呼びました。では、「報徳」とは何でしょうか？ 

この用語はよく「がんばれば報われる」とか「give and 

take（ギブ アンド テイク）」と訳されます。しかし金次

郎は、むしろそうした発想を「見返り思想」として嫌い

ました。「報徳」とはむしろ、この真逆の「take and give

（テイク アンド ギブ）」のカタチと言えます。相手から

の「take（もらうこと）」がはじまりとなり、そのうえで

こちらからの「give（あげること）」が生じるという考え

方です。目の前の現実の状態や様子を知る（受ける・take

する）からこそ、自身の対応を生む（実践する・giveす

る）ことができる・・というわけです。 

ひとは時に、ついうっかり「自分ばかりがこんなにし

てあげているのに、報われない（giveばかりで takeで

きない）」と感じ、疲れることがあります。しかし、それ

は「よくみる」ことをせず、重要な現実を見落としてい

る証だと金次郎は考えました。一人ひとりは、一体どれ

だけ「してもらって（take して）」ここに存在している

のか・・という素朴な事実です。 

洋服を着ているのも、電車で移動できるのも、食事を

しているのも・・。同時代の同志たちのたくさんの汗や

はたらきや人生の時間や懸命な工夫を注いでもらってい

るから可能なこと。あるいはそれ以前に、多くの先人や

先輩たちがかけた知恵や努力があったから可能なこと。

つまり、がんばっているのは自分だけではないというこ

とです。「よくみる」ならば、現実のあらゆるもの・でき

ごと・ひと・・には途方もない数のドラマや物語が宿っ

ています。ただ見ることをやめ、あらためてよくみるな

ら、実は何気ない日々には多くの壁をこえる知恵やパワ

ーが眠っているのであり、それらを受けること（takeす

ること）で一人ひとりの暮らしが成立しているというこ

とです。 

この現実を正面から「受けとめ」、仲間を感じ、世界へ

の希望や信頼を抱きながら、「自分はたくさんの徳（ドラ

マやパワーや知恵）を受けているから、今度は自分が、

その徳に報いて何かを与えたい」と発想する。そんな「恩

返し思想」の方が、ひとの足をスムーズに前に出させる

のではないかと考えたのが金次郎でした。そして、そう

した「現実を知ることをパワーにして（＝本）、今度は対

策し、実行しよう（＝足）」という実践スタイルを「報徳」

と名付けたわけです。 

■未来へ 

親、家族、先人・先輩、仲間、社会、多くの多くの存在

から、育ててもらって初めてここに存在できるのが人間

です。だったら今度は、受けてきたパワーを次なる者た

ちへと与えてゆく（giveする）番がきたと考えたらどう

でしょうか。 

一人ひとりの実践は、そうやってゆっくりと未来へ向

かう動きとして考えることができると金次郎は言います。

だからこそ彼の「報徳」を、単なる恩返しより「恩送り」 
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例会日時及会場 毎週火曜日  12時30分点鐘  銚子商工会館5階大会議室 

  会長 藤﨑 一成  副会長 釜谷 藤男  幹事 星野  隆 
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  表紙題字 網中喜一郎初代会長 
 

ほととぎす 銚子は国の とっぱずれ        古 帳 庵 

江戸小網町の豪商鈴木金兵衛夫婦（古帳庵 古帳女）が銚子に遊んだときに 
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© 2015-2016 The Rotary Club of Choshi-East. All rights reserved. 

 

 

と呼ぶ方がふさわしいとおっしゃった方もあります。 

誰からもらうこと、幸せを受け取ること（take）も嬉しい

です。けれど、誰かに与えること、誰かを幸せにすること

（give）はもっと誇らしくワクワクすることではないでしょう

か。自分を犠牲にして誰かの「ために」ではなく、自分の

幸せを誰かと「ともに」と発想してみる。そんな風に、自

分も相手も豊かである、ハッピーな未来づくりができたら

と願っていたのが金次郎なのかもしれません。 

懇親会 

 

 

 

 

 

 

藤﨑会長挨拶    釜谷会長エレクト乾杯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【余興】二宮金次郎のお芝居（コント？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  前 回 の 例 会 （１／２７） 報 告 

 

点   鐘  銚子ＲＣ 宮内 龍雄 会長 

 

出席報告 

会員総数 ３７ 名  出席規定除外数 ５ 名 

出席者   ３７ 名  出席率      １００  ％ 

１月１２日        確定出席率  ７１．４３ ％ 

 

来訪ロータリアン  なし 

欠席者  なし 

メークアップ     

藤﨑君                     （1/30ＲＬＩ） 

宮内(博)君 （1/31Ｒ財団･奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ合同ｾﾐﾅｰ） 

 

スモールコイン BOX       

累 計 ￥ ４１，０１６－ 

ニコニコBOX           

累 計 ￥２２０，３３０－ 


